
２月２１日 全校朝会（ミート） 

毎月１９日は食育の日 ～ジャガイモとサツマイモ～ 

  

おはようございます。  

 今、放送室からお話ししていますが、みなさんの教室の様子も見えています。離れてい

る人ともこうしてオンラインでつながることができるようになり、今ではミートで全校朝

会を行うことが当たり前のようになりました。桜野小学校では、これまで全校朝会を体育

館で行っていました。多くの学校は校庭に集まって行いますが、900 名を超える全校児童

が校庭に集合するのにも、教室に戻るのにも時間がかかるため、体育館で行うようになっ

たのです。この２年間は体育館で全校朝会を行っていませんので、1年生と２年生は一度

も経験していません。一日も早く体育館で朝会や集会ができることを願っています。  

さて、昨日ご飯の支度をしようとジャガイモを探していたら、箱の下の方に古いジャガ

イモが残っているのを見付けました。このように、ずいぶんしわしわになり、芽も出てい

ます。このジャガイモをこのままにしておくとどうなると思いますか。  

 野菜を育てる時には、ふつうは種をまくか苗を買ってきて植えます。低学年では、トマ

トやイチゴの苗を植えて育てますね。でも種の売り場にはジャガイモの種はありません。

ジャガイモは種ではなく種芋を植えて育てるのです。種芋を植えると、そこから芽が出て

大きくなり、花が咲く頃土の中に伸びた地下茎という茎の先が膨らんでジャガイモになり

ます。ジャガイモの花は、ナスの花に似ていて咲き終わるとミニトマトくらいの実ができ

るものもあるようですが、ジャガイモに養分がいくように花は摘まれてしまうことが多い

ようです。このジャガイモも芽が出始めているので、植えればジャガイモができます。で

も、種芋にするためのジャガイモは、特別な検査を受けて病気にならないように管理され

ているので、食べるために買ったジャガイモを種芋として使うことはやめた方がよいと言

われています。これからは、ジャガイモからこんなに芽が出てくる前に食べるよう気を付

けたいと思います。  

 同じ芋でも、サツマイモは種芋を植えるのではなく、種芋から出てきた芽を育てて、大

きくなったらそれを切り取り苗として植え付けて育てます。サツマイモは種芋をそのまま

植え付けるのではないため、食べるために買ったサツマイモから出た芽から育てることも

できますが、苗を買って育てることもできます。  

 学校では、低学年は毎年芋ほりをしているので、ジャガイモとサツマイモの収穫は体験

していますが、始めから育てたことがある人は少ないと思います。ジャガイモもサツマイ

モも、そろそろ植え付けの時期になります。毎年芋ほりをさせていただく畑では、どんな

作業が始まっているのでしょうか。収穫までの様子も気になりますね。どんな作物でも、

その作物にあった育て方があります。種や苗を植え付ける時期も違うし、土の作り方も肥

料のやり方もそれぞれ違います。芋ほりで大きなお芋がたくさんとれると嬉しいですが、

食べる時には、作物が育つまでの様子や育てている人のことを想像して美味しく味わって

食べたいですね。 

今日は、ジャガイモとサツマイモのお話でした。 


